
福島県の土砂災害防止への取組が評価され
優秀賞を受賞しました

Hot News
■平成２７年６月２４日から２５日の２日間にかけて、国土交通省東北地方整備局の主催により「管内業
務発表会」が行われ、福島県からは平成２７年２月１０日に福島県土木部及び福島県建設技術協会が開催
した「平成２６年度ふくしまの未来を拓く業務発表会」で最優秀賞及び優秀賞を受賞した、県土木部の職
員3名が参加しました。
発表会では、「安全・安心」「新技術」「美しい国土づくり」「広報戦略」「マネジメント」の５つの

分野で、国や各地方自治体の職員など計９８件に及ぶ発表が披露され、その中から本県から参加した県砂
防課の小松律子主査の「地価が急上昇するいわき市での土砂災害警戒区域指定の取り組み」の発表が高く
評価され、優秀賞に輝きました。本県職員の優秀賞は、昨年に引き続きの受賞となります。
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福島県 公共土木施設復旧・復興情報～ふるさとの再生と帰還にむけて～

■優秀賞を受賞した小松律子主査
（砂防課）の発表の様子

砂防課 主査 小松 律子
論題：地価が急上昇するいわき市での土砂災害

警戒区域指定の取り組み

中尾茂史主任電気技師（県中流域）の発表の様子

【優秀賞】

【その他の発表】

相双建設事務所 技師 瓜生 健人
論題：福島県双葉郡楢葉町が計画するスマートIC

の整備実現に向けた県の支援

県中流域下水道建設事務所
主任電気技師 中尾 茂史
論題：放射性物質含有下水汚泥の減容化
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